
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６６５

若手研究(B)

2016～2014

日中クレンチングを中枢から抑制する治療方法の確立

Control of awake bruxism from central nerve system

５０４５３８８２研究者番号：

飯田　崇（IIDA, Takashi）

日本大学・松戸歯学部・講師

研究期間：

２６８６１６５５

平成 年 月 日現在２９   ６ １７

円     2,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究では経頭蓋磁気刺激法（TMS）を用いて運動野における運動誘発電位（MEPs）
を測定し，睡眠時ブラキシズムが中枢へ及ぼす影響を検討した．27名の被験者は貼付型簡易筋電計を用いて1週
間の睡眠時における側頭筋筋活動を測定した．測定結果より被験者をブラキサー群，ノンブラキサー群に分類し
た．全被験者より咬筋MEPsおよび第一背側骨間筋（FDI）MEPsを測定して2群間において比較した．ブラキサー群
の咬筋MEPsはノンブラキサー群と比較して低い傾向を示したが，FDIMEPsは2群間において有意差を認めなかっ
た．以上より，ブラキシズム行為は運動野において脳の可塑性変化を引き起こす可能性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to compare the motor evoked potentials (MEPs) in 
the corticomotor control of jaw-closing muscles between healthy participants and participants with 
bruxism. 27 participants measured temporalis muscle activity using a portable EMG device during 
sleep. All participants classified into healthy participants and participants with bruxism. from the
 masseter and the first dorsal interosseous (FDI) muscles were obtained using TMS. Masseter MEPs of 
participants with bruxism tended to be slightly lower than healthy participants. However there were 
no significant differences in FDI MEPs between both groups. Our findings suggest that the 
performance of bruxism can trigger neuroplastic changes in the corticomotor control of the 
jaw-closing muscles.

研究分野：歯科補綴学
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１．研究開始当初の背景 
 
 ブラキシズム（Bruxism）は歯のクレンチ
ングを特徴の 1つに有する繰り返しの咀嚼筋
筋活動であり，睡眠中（Sleep bruxism）ま
たは覚醒中（Awake bruxism）に生じると報
告されている．この不良習癖としてのクレン
チング行為が口腔顔面痛，咀嚼筋痛，顎関節
症，咬合性外傷，失活歯の歯根破折等の歯科
的問題を引き起こす因子の１つであると示
唆されている．クレンチングが生じる理由と
発現機序に関しては神経生理学的な中枢の
因子と咬合接触などの末梢的な因子が考え
られているが，ヒトが無意識下において，こ
の動作を生じる理由とメカニズムに関して
は未だに明らかにされていない． これまで
にも様々な実験手法によってアプローチが
試みられているが，その手法を二つに大別す
ると，末梢におけるクレンチングの行動メカ
ニズム解明のために行う，日常生活中での咀
嚼筋筋活動の計測や実験的条件下での咀嚼
筋筋活動の計測，あるいは中枢におけるクレ
ンチングが発生するメカニズム解明のため
に行うクレンチング時の脳活動の検討に大
別される． 
 このヒト脳活動に関する研究には様々な
測定機材が用いられる．これらの測定機材は
測定原理が異なり，測定対象，空間分解能，
時間分解能において異なった特徴を有する．
また顎運動を運動課題として用いた場合，頭
部の位置移動が生じ，測定機材によってはア
ーチファクトの原因となるため，制限が加わ
る場合もある．すなわち，一つの顎運動を対
象として脳活動を検討する場合，複数の測定
機材を使用して各測定機器の短所を補い，最
終的に各測定機器での結果を組み合わせる
形で一つの動作に関する脳活動を論じるの
が理想といえる．研究代表者はこれまで中枢
部位におけるクレンチングのメカニズムの
解明を目的として，機能的磁気共鳴画像法
(fMRI)を用いた研究では手指の握りしめと
クレンチング中の脳活動の違い，咬合接触の
脳活動へ及ぼす影響，低強度におけるクレン
チング中の脳活動について解明した．また，
経頭蓋磁気刺激法（TMS）を用いた研究では
継続的なクレンチングが運動野において神
経生理学的な脳可塑性変化を引き起こすこ
とを解明した．しかしながら，これらの研究
においても，最も重要なテーマと考えられる
「継続的なクレンチングを日常生活で無意
識下で繰り返した結果，中枢にどのような変
化を及ぼしているか」という点については未
だに解明されていない．  
 
２．研究の目的 
 
 本研究では被験者を貼付型簡易筋電計を
用いて，睡眠時ブラキシズムを行う者，行わ
ない者の 2群に分類して，経頭蓋磁気刺激法
（TMS）を用いて運動誘発電位（MEPs）を

測定し，2群間における脳内活動を比較した． 
 
３．研究の方法 
  
 被験者はインフォームド・コンセントを
得て参加し，脳疾患の既往がなく，顎口腔
領域に異常を認めない成人27名を対象とし
た．被験者は貼付型簡易筋電計を1週間睡眠
時に装着し，睡眠時における側頭筋筋活動
を測定した．測定結果より過去の報告を参
考に被験者をブラキサー群，ノンブラキサ
ー群の2群間に分類した． 
 全被験者はクレンチングを運動課題とし
たトレーニングに参加し，トレーニング直
前と直後にTMSを用いてMEPsの測定を行
った．トレーニングは筋電図（EMG）電極
を左右咬筋中央部に貼付し，最初に最大噛
みしめ（MVC）を行い，トレーニングタス
クは視覚フィードバックを使用した10%，
20%，40%MVCの3種類とした． 一日のト
レーニングは，10%，20%，40%MVCそれ
ぞれについて30秒毎のON/OFF期間を6回
行い，これを３回繰り返した．合計54分間
のトレーニングを各日で行った． 
 TMS には Magstim Bistim（Magstim, 
UK）を使用した．EMG電極を右側咬筋中央
部および右側第一背側骨間筋（FDI）に貼付
し，これらの筋よりMEPsを導出した．対側
の一次運動野手指領域および顎領域の直上
を TMS により刺激した．安静時運動閾値は
FDI で 10 回中 5 回以上 50μV，咬筋で 10
回中 5 回以上 10μV の MEP が得られる最
小の刺激強度とした．この安静時運動閾値の
MEPs を基に，各測定部位において，S-R 
curveを，rMTを 100% MTと定義し，rMT
を求めた刺激部位にて 90% MT，100% MT，
120% MT，160%MT（最大出力範囲内）の
強度で 8回ずつ刺激し，各刺激強度における
咬筋 MEPs および FDI MEPs の波形から
MEP振幅を算出し作成した． 
 
４．研究成果 
 
 貼付型簡易筋電計による側頭筋筋活動を
測定した結果，ブラキサー群は 14 名，ノン
ブラキサー群は 13 名となった．咬筋 MEPs
の振幅は両群において各刺激強度間にて有
意差を認めた（P < 0.001）が FDIMEPsの
振幅では有意差を認めなかった．ブラキサー
群の咬筋 MEPs の振幅はノンブラキサー群
と比較して低い傾向を示した．ノンブラキサ
ー群におけるトレーニング直後の咬筋MEPs
の振幅はトレーニング直前と比較して有意
に高い傾向を示したが，ブラキサー群におい
てはトレーニング前後において有意差を認
めなかった．FDIMEPsの振幅は 2群間にお
いて有意差を認めなかった． 
  
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
以上より，継続的なブラキシズムは運動野に
おいて脳の可塑性変化を引き起こす可能性
が示唆された． 
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